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私は1977年9月より東京大学の石川春律先生と千葉大
学の永野俊雄先生のご紹介でペンシノレパニア大学医学部
解剖学教室に来ています。ここの生理学教室には昭和47
年卒の西野卓先生(千葉大学医学部第 2生理学教室)が
おられましたが， 1978年6月に戻られました。
現在この解剖学教室で活躍しておられる教授 (assis-
tant professorから名誉教授まで)は20名です。このう
ち MDは4名です。そして大学院生，研究員，事務員
をあわせると総勢 100名近くになります。研究内容は
中枢神経系と筋系の二つに大きくわかれており，それぞ
れ神経科学研究所，筋研究所を構成しています。私は筋
系の研究をしている HowardHoltzer教授に雇われて
います。 Holtzer研究室には現在大学院生 7名，研究員 
4名，技術員 3名の計15名がいます。そして人数だけを
見ればこの研究室は解剖学教室で一番の大世帯です。そ
のため各自の仕事場はとても狭く，新らしく来た人など
は実験机の片隅しか使えません。この研究室はボスが生
化学者のためか，私以外は皆生化学専門の人です。私は
形態(電子顕微鏡)しか知らず，そして他の人々は生化
学的な事しか知らないので，時々感覚のずれを感じま
す。筋系を研究している他の 3つの研究室も生化学の人
ばかりで，形態専門の人は数人しかいません。ですから
筋系の 4つの研究室だけに限っては，解剖学教室と言う
より生化学教室と言った方が適切かもしれません。 
Holtzer研究室は現在100A線維(この線維は12年前
に当時この大学の生化学教室におられた石川春律先生が
発見され， ミオシーン線維よりも細く，アクチン線維より
も太いので中間型線維と命名されました)に興味を持っ
て研究しています。研究体制は，教授が指揮者となり，
他の人々が自分の得意の分野を生かして研究するいわゆ
るピラミッド型です。そして研究テーマごとに教授を中
心としたグ、/レーフ。が組まれます。現在のおもな研究テー
マは，ガン促進剤およびラワスサノレコーマウイルスによ
る培養細胞内の100A線維への影響と，鶏応の神経管に
おけるニューロフィラメントと 100A線維の発生です。
教育面ではさきの20名の教授が肉眼解剖学，組織学，
神経解剖学を分担しています。また， 憐の vVistar研
究所や獣医学部からも講義の応援に来てくれます。組織
学と肉眼解剖学は 9月から12月まで並行して行なわれ，
これらが終わると神経解剖学が始まります。各科目とも 
15回前後ずつあります。 1回につき60分の講義と 120分
の実習が基本ですが，肉眼解剖学は 180分全てを実習に
当てています。組織学実習は 120人の学生を20人ずつの
グ、ルー プにわけで， 6つの独立した実習室で行なわれま
す。各グノレーフ。には最低一名の指導者がつきます。中
間，期末の講義や実習の試験もこのグ、ノレープ別に行なわ
れ，採点は各指導者が独自に行ないます。方針として
は，なるべく合格点に達するように採点するそうです。
それにしても，例えば呼吸器系(外鼻から肺胞まで)を 
60分の講義と 120分の実習で終わらせるのですから， よ
ほど予習，復習を十分にしないとついていけないのでは
ないかと思います。
日本という，日本人を純粋培養する培養皿から出され
て，アメリカという種々雑多な人聞が勝手に振舞ってい
る国に来ると，驚ろいたり，感心したり，あきれたりす
る事ばかりです。「日本人とはどのような人々ですか?J
と関われて答えるのはさほど難かしくありませんが，
「アメリカ人とはどのような人々ですか?Jと問われたら
全然答えられません。アメリカには人種，祖先または自
分の育った国，宗教，民族等の異なるいろいろな人々が
雑居しています。何かの刺激，例えば外交上の事件に対
しでも反応のしかたが人により全然ちがいます。あるア
メリカ人は， rアメリカにはいろいろな人間がいろいろ
な生活様式や文化を持って住んでいる。だからいろいろ
な人の生活を見る事が出来る。そして自分で良いと思っ
たものだけをとり入れてそれを自分のものに出来る。こ
れがアメリカに住んでいる大きな特典だ。」と言っていま
した。全くその通りだと思います。短かい期間ではあり
ますが，良いものだけを吸収して帰えるつもりです。
最後になりましたが，私に貴重な体験をする機会を与
えて下さった石川春律先生と永野俊雄先生に深謝しま
す。
